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大
切
な
地
域
資
源
と
し
て

帆
引
き
船
の
未
来
を
と
も
に
考
え
よ
う

帆 
引
き
網
漁
は
、
明
治
13
年
、
シ
ラ

ウ
オ
漁
を
目
的
に
坂
村
二
ノ
宮（
旧

霞
ヶ
浦
町
）の
折
本
良
平
に
よ
っ
て
考

案
さ
れ
、
そ
の
後
ワ
カ
サ
ギ
漁
の
主
役
と
し
て
昭

和
42
年
ま
で
の
約
１
０
０
年
間
、
霞
ヶ
浦
漁
業
の

花
形
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。
凧
の
原
理

を
応
用
し
、
船
体
か
ら
の
み
で
な
く
、
帆
の
上
部

に
も「
つ
り
縄
」を
結
び
、
上
下
か
ら
綱
で
網
を
引

く
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
帆
柱
に
負
荷
が
か
か
ら

ず
、
し
っ
か
り
と
風
を
受
け
、
力
強
く
ス
ピ
ー
ド

を
出
す
こ
と
が
で
き
た
画
期
的
な
漁
で
し
た
。
当

時
、
良
平
自
身
が
漁
の
指
導
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

沿
岸
の
漁
民
の
間
に
ま
た
た
く
ま
に
普
及
し
、
数

千
人
の
漁
民
が
生
活
の
安
定
を
得
た
と
さ
れ
ま
す
。

風 

と
水
と
い
う
自
然
の
力
を
効
率
的
に

利
用
し
た
エ
コ
パ
ワ
ー
に
よ
る
こ
の

伝
統
漁
法
は
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ど
、

自
然
と
人
と
の
共
生
を
体
現
す
る
シ
ン
ボ
ル
。
ま

た
、
動
力
船
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
た
わ
ず
か
４
年

後
に
観
光
用
と
し
て
復
活
し
40
年
経
っ
た
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
の
と

同
時
に
、
湖
上
に
帆
を
広
げ
た
勇
壮
な
姿
が
今
も

な
お
カ
メ
ラ
マ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
客
を
魅

了
し
て
い
る
証
。
い
ま
、
網
大
工
や
船
大
工
、
漁

師
の
技
術
の
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
帆
引
き
船
の
魅
力
と
存

在
意
義
を
多
く
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
地
域
を
代

表
す
る
資
源
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
帆
引
き
船

の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

未
来
へ
出
航
！

霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
写
真
展
示
会

タ イムスケジュール
～参加自由・入場無料～

柳生博 profile
1937 年阿見町出身。俳優、

（財）日本野鳥の会会長、コ
ウノトリファンクラブ会長。
八ヶ岳南麓に居をかまえ、
花鳥風月の里山の重要さを
訴え続けている。

12:30〔第 1 部〕霞ヶ浦フォトコンテスト表彰式

14:20〔第 2 部〕霞ヶ浦帆引き船シンポジウム

14:25 基調講演／柳生 博
テーマ 自然との共存 ～守りたい宝～

15:30 パネルディスカッション

テーマ 未来へ出航！霞ヶ浦の帆引き船

コーディネータ　
▪芦川智（昭和女子大学教授）

パネリスト
▪細川英邦（㊖みちのく北方漁船博物館長）
▪桐原泰弘（茨城県地域計画課長）
▪藤原俊之（茨城県観光物産課長）
▪戸田　葊（霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員長）
▪沓掛博光（旅行ジャーナリスト・筑波学院大学講師）
▪水島敏夫（㊑旅行読売出版社代表取締役社長）
▪秋元昭臣（㊑ラクスマリーナ専務取締役）

《帆引き船の歴史》
明治 13 年 折本良平が帆引き網漁を考案
明治 30 年 折本良平が第 2 回水産博覧会で褒章を受賞
明治 35 年 田伏在住であった坂本金吉（坂本九氏の祖父）が秋

田県へ移住。帆引き船を八郎潟へ伝承
昭和 42 年 トロール漁が主流となり帆引き網漁が衰退
昭和 46 年 帆引き船 1 艘を観光用として操業開始
平成 13 年 随伴船（見学船）を観光帆引き船に改修し 2 艘引き

操業開始
平成 14 年 読売新聞社・（財）休暇村協会主催「訪ねてみたい

21 世紀に残す日本の風景遺産 100 選」に選定
霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員会が設立。毎年フォ
トコンテストや模型作り教室を開催し、帆引き船
の伝承と霞ヶ浦観光のイメージアップに力を注ぐ

平成 16 年 新造船初操業
「帆引き船発祥の地」宣言

平成 17 年 「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財百選」に認
定

平成 20 年 第 23 回国民文化祭・いばらき 2008 で皇太子殿
下が帆引き船の模型作りをご視察

平成 21 年 読売新聞創刊 135 周年記念事業の「平成百景」に認
定

「霞ヶ浦帆引き船模型」が茨城県郷土工芸品とかす
みがうら市推奨品「湖山の宝」に認定

平成 22 年 「月夜の帆引き船」ライトアップ鑑賞会

フォトコンテスト 2011 の受賞作品などの写真展を
同時開催しています。ぜひ会場でご覧ください。


